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久
保
栄
作
「
林
檎
園
日
記
」
上
演
事
業

主
催　
久
保
栄
作
品
上
演
実
行
委
員
会

共
催　
（
公
財
）
北
海
道
文
化
財
団
、
北
翔
大
学

後
援　
北
海
道
、
札
幌
市
、
北
海
道
教
育
委
員
会
、
札
幌
市
教
育
委
員
会

　
　
　

北
海
道
高
等
学
校
文
化
連
盟
石
狩
支
部
演
劇
専
門
部

協
賛　
淑
萃
会
（
北
翔
大
学
同
窓
会
）、
北
海
道
ド
レ
ス
メ
ー
カ
ー
学
院

　
　
　

ケ
イ
ズ
サ
ウ
ン
ド
株
式
会
社

協
力　
北
翔
大
学　

芸
術
学
科
、
短
期
大
学
部
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
科

寄
付　
札
幌
モ
ー
ニ
ン
グ
ロ
ー
タ
リ
ー
、
札
幌
西
北
ロ
ー
タ
リ
ー

　
　
　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
パ
ト
ロ
ン
の
皆
様

　
　
　

個
人
寄
付
の
皆
様

 （
事
　
業
　
内
　
容
）

平
成
三
〇
年
に
没
後
六
〇
年
と
な
る
北
海
道
ゆ
か
り
の
劇
作
家
「
久
保
栄
」

の
「
林
檎
園
日
記
」
演
劇
公
演
や
講
演
、
回
顧
展
を
行
っ
た
。
近
年
風
化
し

つ
つ
あ
る
久
保
栄
の
功
績
を
再
評
価
す
る
き
っ
か
け
と
す
る
と
と
も
に
、
道

内
の
演
劇
関
係
者
が
集
結
し
、
久
保
栄
を
多
角
的
に
紹
介
し
た
。

〇
「
林
檎
園
日
記
」
の
上
演

作　
久
保
栄	

演
出　

  　

森
一
生

　
　

二
〇
一
八
年
六
月
二
三
日
（
土
）
一
四
時
開
演

　
　

二
〇
一
八
年
六
月
二
四
日
（
日
）
一
四
時
開
演

　
　

北
翔
大
学
北
方
圏
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
ポ
ル
ト　

ポ
ル
ト
ホ
ー
ル

　
　

前
売　

一
般
二
八
〇
〇
円
、
学
生
一
〇
〇
〇
円

　
　

当
日　

一
般
三
〇
〇
〇
円
、
学
生
一
五
〇
〇
円

※
中
学
生
・
高
校
生
招
待
枠
（
一
〇
〇
席
～
一
五
〇
席
）
を
設
け
、
若

年
世
代
に
道
内
ゆ
か
り
の
演
劇
作
品
に
ふ
れ
る
機
会
と
し
た
。

出
演
者

　
寿　
々	

小
山
由
美
子	

F
A
P
’
S
企
画

　

正　
義	

城
島
イ
ケ
ル	

劇
団
に
れ

　

信　
胤	

平
井　

伸
之	

北
翔
大
学
短
期
大
学
部
講
師
、
研
究
G

　

道　
子	

野
田
頭　

希	

研
究
G
、
劇
団
B
‐
S
t
a
g
e

　

継　
男	

百
島　
　

匡	

北
翔
大
学
芸
術
学
科
四
年
生

　

幸　
彦	

鎌
田　

脩
平	

北
翔
大
学
芸
術
学
科
四
年
生

　

志
津
子	

田
中　

伶
奈	

劇
団
B
‐
S
t
a
g
e

	
	

	

東
区
市
民
劇
団
オ
ニ
オ
ン
座

　

源
三
郎	

松
本　

直
人	

北
翔
大
学
非
常
勤
講
師
、
H
G
H
J 

　

今
朝
吉	

猪
股　

五
郎	

演
劇
集
団

－

遊
罠
坊

－

　

ト　
メ	

佳
猫
ま
い
か	

北
翔
大
学
芸
術
学
科
卒
業
生

　

郵
便
配
達	

佐
藤
潤
一
朗	

北
翔
大
学
芸
術
学
科
三
年
生

　

他	

小
林
な
る
み	

北
翔
大
学
非
常
勤
講
師
、
劇
団
回
帰
線

	

塩
田　

蒼
唯	

北
翔
大
学
短
期
大
学
部

	
	

	

ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
科
二
年
生

	

石
川　

優
里	

北
翔
大
学
芸
術
学
科
一
年
生

	

木
下
優
里
奈	

北
翔
大
学
芸
術
学
科
一
年
生

ス
タ
ッ
フ

　

照　
明	

鈴
木　

静
悟	

北
翔
大
学
非
常
勤
講
師
、
フ
リ
ー

　

作
曲
・
音
響

	
冨
井　

昭
次	

北
翔
大
学
非
常
勤
講
師
、

	
	

	

株
式
会
社
ジ
ョ
ー
ダ
ウ
ン

　

音
響
オ
ペ
レ
ー
ト

久
保
栄
作
「
林
檎
園
日
記
」
上
演
事
業
　
記
録

北
翔
大
学
北
方
圏
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
ポ
ル
ト　

舞
台
芸
術
研
究
グ
ル
ー
プ
（
以
下
、
研
究
G
）
で
は
、
二
〇
一
六
年
ご
ろ
よ
り
、
二
〇
一
八
年
に
没
後

六
〇
年
を
迎
え
る
久
保
栄
の
作
品
を
上
演
す
る
企
画
を
立
て
て
い
た
。
二
〇
一
七
年
の
後
半
に
な
り
、札
幌
市
平
岸
の
林
檎
園
を
モ
デ
ル
と
し
た
「
林
檎
園
日
記
」

を
上
演
す
る
こ
と
を
決
め
、実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、公
益
財
団
法
人
北
海
道
文
化
財
団
の
助
成
を
う
け
て
二
〇
一
八
年
六
月
に
「
林
檎
園
日
記
の
上
演
」、「
久

保
栄
回
顧
展
」、「
久
保
栄
に
関
す
る
講
演
」
の
三
つ
の
事
業
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

そ
の
事
業
の
記
録
を
掲
載
す
る
。
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奥
山　

奈
々	

イ
ナ
ダ
組

　

音
響	

服
部　

正
巳	

北
翔
大
学
非
常
勤
講
師
、

	
	

	

S
T
A
G
E    

C
O
N
S
U
L
T
I
N
G   

C
O
.
,
L
T
D

　

舞
台
美
術	

	
福
田　

恭
一	

北
翔
大
学
非
常
勤
講
師
、 

福
田
舞
台

　

メ
イ
ク
・
ヘ
ア
メ
イ
ク

	
藤
原　

宏
行	

北
翔
大
学
非
常
勤
講
師
、
フ
リ
ー

　

衣
装	

冨
田　

玲
子	

北
翔
大
学
教
授

	

大
信
田
静
子	

北
翔
大
学
教
授

　

特
殊
効
果

	

吉
田
ひ
で
お	
北
翔
大
学
非
常
勤
講
師
、
ア
ー
リ
オ
工
房

　

情
宣
・
映
像

	

森
井　
　

綾	

北
翔
大
学
准
教
授

　

舞
台
係	

野
澤　

未
来	

北
翔
大
学
芸
術
学
科
一
年
生

	

松
山　

千
尋	

北
翔
大
学
芸
術
学
科
一
年
生

	

美
濃　

杏
香	

北
翔
大
学
芸
術
学
科
一
年
生

〇
講
演

　
「
二
一
世
紀
に
生
き
る
久
保
栄
―
―
『
林
檎
園
日
記
』」
の
今
」

講
演
者　
井
上
理
恵
氏

　
　
（
桐
朋
学
園
芸
術
短
期
大
学
特
任
教
授
、 

日
本
演
劇
学
会
理
事
・
副
会
長
）

　
　

二
〇
一
八
年
六
月
二
三
日
（
土
）
一
六
時
四
五
分
開
演

　
　

北
翔
大
学
北
方
圏
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
ポ
ル
ト　

ポ
ル
ト
ホ
ー
ル

　
　

料
金　

無
料

〇
久
保
栄
回
顧
展

　
　

二
〇
一
八
年
六
月
一
八
日
（
月
）
か
ら
二
四
日
（
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
時
～
二
〇
時
（
最
終
日
一
七
時
）

　
　

北
翔
大
学
北
方
圏
学
術
情
報
セ
ン
タ
ー
ポ
ル
ト　

ギ
ャ
ラ
リ
ー
A

　
　

料
金　

無
料

「
久
保
栄
作
品
上
演
実
行
委
員
会
」

委
員
長	

森　
　

一
生	

北
翔
大
学
客
員
教
授
、
研
究
G

委
員	

工
藤　

正
廣	

（
公
財
）
北
海
道
文
学
館
理
事
長

	

平
原　

一
良	

（
公
財
）
北
海
道
文
学
館
副
理
事
長

	

飯
塚　

優
子	

レ
ッ
ド
ベ
リ
ー
ス
タ
ジ
オ
主
宰

	

中
島　
　

憲	

全
国
高
等
学
校
演
劇
協
議
会
事
務
局

	

中
禰　

勇
介	

高
文
連
石
狩
支
部
演
劇
専
門
部
事
務
局
長

	

山
本　

博
康	

北
海
道
中
学
生
演
劇
発
表
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局
長

	
	

	

札
幌
市
中
学
校
文
化
連
盟
演
劇
専
門

委
員
会
委
員
長

　
　

	

大
谷　

大
輔	

札
幌
市
中
学
校
文
化
連
盟
演
劇
専
門

委
員
会
副
委
員
長
・
事
務
局

　
　

	

田　
　

光
子	

研
究
G

　
　

	

大
林
の
り
子	

明
治
大
学
文
学
部
文
学
科
准
教
授
、
研
究
G

事
務
局	

村
松　

幹
男	

研
究
G

	

畠
山
華
奈
美	

劇
団
B
‐
S
t
a
g
e

	

荒
谷　

知
優	

北
翔
大
学
芸
術
学
科
四
年
生

「林檎園日記」舞台美術【撮影　高橋克己】

講演会【撮影　高橋克己】
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回顧展（北海道文学館）　【撮影　岩男里奈】

原稿、フライヤー、舞台スケッチ等（北海道文学館）【撮影　岩男里奈】

文献展示（久保栄研究等）【撮影　岩男里奈】

昭和初期の平岸の様子【撮影　岩男里奈】高文連火山灰地【撮影　高橋克己】

久
保
栄
回
顧
展

公
益
財
団
法
人
北
海
道
文
学
館
の
協
力
を
得
て
、
三
〇
点
に
及
ぶ
文
学
館
所

蔵
の
資
料
（
複
製
含
む
）
の
展
示
や
、
森
一
生
氏
に
よ
る
市
民
講
座
で
使
用
し
た

資
料
、
高
文
連
石
狩
支
部
演
劇
専
門
部
合
同
公
演
「
第
一
〇
回
『
火
山
灰
地　

第

一
部
』（
一
九
七
八
年
）、
第
一
二
回
『
火
山
灰
地　

第
二
部
』」（
一
九
八
〇
年
）

の
資
料
や
写
真
等
を
展
示
し
、
久
保
栄
と
そ
の
作
品
、
あ
ゆ
み
を
紹
介
し
た
。

ま
た
、
J
A
さ
っ
ぽ
ろ
や
札
幌
市
立
平
岸
小
学
校
蔵
の
昭
和
初
期
の
平
岸
林

檎
園
の
写
真
も
展
示
し
た
。

公
益
財
団
法
人
北
海
道
文
学
館
の
丹
伊
田
さ
ん
を
始
め
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
に

は
、
お
忙
し
い
中
、
展
示
ケ
ー
ス
の
貸
し
出
し
、
資
料
複
製
制
作
、
展
示
の
搬
入
、

搬
出
等
々
、
多
大
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

林
檎
園
日
記

「林檎園日記」【撮影　高橋克己】「林檎園日記」
【撮影　高橋克己】
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「林檎園日記」
【撮影　岩男里奈】

「林檎園日記」【撮影　高橋克己】

講
演
（
講
演
者　
井
上
理
恵
氏
）

　
「
二
一
世
紀
に
生
き
る
久
保
栄
―
―
『
林
檎
園
日
記
』」
の
今
」

井
上
理
恵
氏　

略
歴

　

近
現
代
演
劇
・
戯
曲
の
研
究
者
。

　

日
本
演
劇
学
会
理
事
（
副
会
長
、
二
〇
〇
〇
年
～
現
在
）、
日
本
近
代
演
劇
史
研
究
会
代
表
（
二
〇
一
〇

年
～
現
在
）、
日
本
文
藝
家
協
会
会
員
、
有
島
武
郎
研
究
会
会
員
、
吉
備
国
際
大
学
教
授
（
一
九
九
五
～

二
〇
一
〇
）、
現
在
桐
朋
学
園
芸
術
短
期
大
学
特
別
招
聘
教
授
。

　

著
作
に
『
久
保
栄
の
世
界
』（
一
九
八
九
年
）、『「
戯
曲　

火
山
灰
地
」
編　

解
説
・
解
題
』（
一
九
九
二
年
）、

『
近
代
演
劇
の
扉
を
あ
け
る
』（
一
九
九
九
年　

第
三
二
回
日
本
演
劇
学
会
河
竹
賞
受
賞
）、『
菊
田
一
夫
の
仕

事　

浅
草
・
日
比
谷
・
宝
塚
』（
二
〇
一
一
年
）、『
木
下
順
二
の
世
界
』（
二
〇
一
四
年
）、『
川
上
音
二
郎
と

貞
奴　

明
治
の
演
劇
は
じ
ま
る
』（
二
〇
一
五
年
二
月
）、『
川
上
音
二
郎
と
貞
奴
2　

世
界
を
巡
演
す
る
』

（
二
〇
一
五
年
一
二
月
）、『
川
上
音
二
郎
と
貞
奴
３　

ス
ト
レ
ー
ト
プ
レ
イ
登
場
す
る
』（
二
〇
一
八
年
二
月
）

以
上
、
社
会
評
論
社
。『「
久
保
栄　

火
山
灰
地
」
編　

解
説
・
解
題
』（
新
宿
書
房
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
多
数
。

　

今
回
の
「
林
檎
園
日
記
」
の
上
演
は
、
二
〇
一
六
年
六
月
小
山
由
美
子
さ
ん

主
催
F
A
P
'
S
企
画
公
演
「
華
々
し
き
一
族
」（
作
森
本
薫
、演
出　

森
一
生
）

を
井
上
先
生
が
観
に
来
て
く
だ
さ
っ
た
時
の
飲
み
会
の
話
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。

酔
っ
た
勢
い
で
「
よ
し
、
二
〇
一
八
年
、
や
り
ま
し
ょ
う
～
、『
林
檎
園
日
記
』。

観
に
来
て
く
だ
さ
い
よ
、
約
束
で
す
よ
・
・
・
」

実
際
に
企
画
が
始
ま
り
、
井
上
先
生
に
は
講
演
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た

他
に
、
様
々
な
事
で
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
井
上
先
生
が
い
ら
っ
し
ゃ
ら

な
け
れ
ば
、
今
回
の
事
業
は
実
現
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

【撮影　岩男里奈】




